
複層林の造成管理技術の開発

一複層林の伐出方法と下木の損傷度一

遊橋洪 基

研究の目的

国民の生活様式や価値観等の変化に伴い、多様化 ・高度化する国民の森林に対するニーズに的確

に応えるためには、多様な森林の整備が必要であり、その一つの方策として複層林施業の積極的導

入が、林政審の報告や第4次全国総合開発計画及び森林資源基本計画等で取り上げられている。 し

かし、複層林施業はきめ細かで、かっ高度な技術を要するため、地域の実情に応じた複層林の施業

体系を確立するには、その基盤となる適正な伐出技術体系の確立が必須要件である。このため、複

層林施業における作業方法、下木の損傷等の把握 ・分析を行い、複層林に適した伐出技術確立のた

めの基礎資料を得ることを目的とする。

本研究は、国庫助成による「大型フ。ロジェクト研究(平成元---5年)Jとして実施したものであ

る。

ここでの報告は、「複層林の造成管理技術の開発」の「複層林の伐出方法と下木の損傷度」とい

う課題について、以下各章に分けて取りまとめた。

I 複層林施業における伐出方法と作業能率

E 複層林施業の伐出に伴う下木、地床の損傷
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要 ヒー
国

複層林施業における伐出方法と作業能率

遊橋洪基

①複層林での l人 1日当り伐木造材作業量は、特殊なものを除き、 5.52-6.43rdだったの

に対し、単層林の場合は、 10.18-14.64ばであった。

② 伐木造材から集材までの 1rd当り総費用は、森林組合に作業委託した場合は7，410-8，734

円で平均8，193円だったのに対し、その他の場合は平均4，773円であった。

③ 複層林の間伐における伐木造材作業 ・集材作業の作業設計をする際の目安として、作業

標準時聞を算出した。伐木造材作業では、移動距離13mで伐木造材 l本当りの lサイクルは、

アカマツ30cm上1230秒、カラマツ30cm上830秒とした。集材作業では、集材距離70mでlサイ

クル当り、リョウシン号5310秒(1回1.7rd)、ラジキャリ ー670秒 cl回0.2rd)とした。

1.はじめに

複層林の施業体系を確立するには、その基盤となる適正な伐出技術体系の確立が必須要件であ

る。このため、複層林施業における作業条件、作業方法、作業能率等の把握 ・分析を行い、複層

林に適した伐出技術確立のための基礎資料を得る。

2.研究手法

(1) 試験地の設定

上記の資料を得るため、表-1のとおり試験地を 6か所設けた。なお、このうち複層林は 4

か所、単層林は 2か所である。

試験地の設定にあたっては、集材機種の異なるか所を選ぶとともに、地形などが同じ条件で

の複層林と単層林の作業能率を比較するため、当センタ ー内に複層林(塩尻複)と単層林(塩

尻単)の試験地を隣接して設けた。

(2) 調査研究の方法

複層林と単層林の間伐における、伐採から集材までの作業能率を比較するため、設計書にも

とづき、 6試験地の作業条件、伐採方法、作業方法等を調査するとともに、全作業工程につい

て、時間測定を実施し分析した。

3. 研究の結果と考察

(1) 調査の結果

試験地の作業条件、伐採方法、作業方法、伐出諸経費、一日当り作業功程等は、表-1、

表ー2、表-3、表-4のとおりである。

時間測定結果は、表-5、表-6のとおりである。
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複層林施業における伐出方法と作業能率

ア作業能率

的伐木造材作業

複層林での一人一日当りの作業量を見ると、表-4、表-5に示すとおり、伐採木の径

級の大きい松川以外は、塩尻(複)、高森、平谷の 3試験地とも、土木の伐採木胸高直径

が15~27cmで、一日当りの作業量は、 5.52~6.43rrf とほとんど差がない。

しかしこの中で、上木がアカマツの高森は、かかり木が多かったため、若干作業能率が

悪くなっている。

(イ) 木寄せ・集材作業

集材作業の作業能率のみから、一人一日当りの作業量を見ると、表-4に示すとおり、

高森のドラムフリー方式の集材が秀れている。しかし、ドラムフリー方式、アクヤロープ

ウインチのように、地上を引きずる集材方式は、下木及び地床の損傷が大きい。

イ 伐木から集材作業までの費用

各試験地の作業員の出身職場は、松川は林研グループ、塩尻(複)(単)は森林組合作業

員を借用、高森、 平谷、丸子は森林組合常用作業員である。伐木から集材までの 1rrf当りの

総費用は、表-4に示すとおり、森林組合が行った高森、平谷、丸子試験地では、 7，410円

~8 ， 734円で、この差は常用作業員の賃金単価の差にほぼ比例している。

(2) 作業標準時間の算出と考察

ア 伐木造材作業

6試験地の使用機械、作業条件がほぼ同じため、測定結果を樹種別、胸高直径別にまとめ、

表 7に示した。

この表を見ると、アカマツ30cm上とヒノキ 10~19cmは、かかり木処理に時間がかかってい

る。これはアカマツ30cm上は枝張りの広がりにより、ヒノキ10~19cm はこれまでの間伐不足

により、かかり木になり易くなっていたためだが、伐倒準備の段階で、伐倒方向を検討する

ことにより、時間の ロスをかなり少なくすることができると思われる。

平均的な樹木の枝張り、間伐状況等を勘案し、移動距離を同じにして、表-8のとおり作

業種別の作業標準時間を算出した。この時間は、表-7の測定結果をもとに算出しているの

で、かかり木処理の時間が大きくなっているが、この表よりも、伐倒方向を検討する伐倒準

備時間がふえ、かかり木処理の時間が減れば、理想的な時間配分に一歩近づくことになる。

イ 木寄せ・集材作業

木寄せ・集材作業時間の測定結果を、使用した集材機の機種別にまとめ、表-9に示した。

この表を見ると、道路沿いの平坦な集材距離の短いところではドラムフリー方式を、緩斜

地の森林内ではリョウシン号を、車両のはいらない急傾斜地では、ラジキャリーを使用して、

それぞれの機械の特長を活かした集材方式をとっているので‘甲乙つけがたし1。また、 1人 1

日当りの集材作業量が 2倍もあるドラムフリー方式は、この方式を採用できる場所が限られ、

下木や地床の損傷も大きいという欠点もあり、現地に応じた機械を選択する必要がある。

木寄せ・集材作業の実際の測定値である表-9を基礎に、集材距離を同じにし、作業条件

をできるだけ近づけて、表-10のとおり集材機の機種別作業標準時間を算出した。この標準

時間は、集材機種により木寄せ巾が異なり、作業条件も同一にできないが、現地に適応した

集材設計をくむための目安として算出した。

-3-



















複層林の造成管理技術の開発一一複層林の伐出方法と下木の損傷度(11 ) 

複層林施業の伐出に伴う下木・地床の損傷

要 = 目

遊橋洪基

① 複層林の間伐における伐倒時の下木の損傷は、土木がアカマツの場合、損傷率30-30.7%

と被害が大きかった。

② 上木がカラマツで、下木が上木の下枝近くにまで達しておれば、伐倒時の下木の損傷は、2.

7%と被害が小さかった。

③ l人 l日当りの集材作業量が、他の試験地に比し、約2倍もあるドラムフリー方式は、下

木、地床の損傷が大きかった。

1 .はじめに

複層林の施業体系を確立するには、その基盤となる適正な伐出技術体系の確立が必須条件であ

る。このため、複層林施業における作業条件、作業方法、下木の損傷等の把握・分析を行い、複

層林に適した伐出技術確立のための基礎資料を得る。

2. 研究手法

(1) 試験地の設定

上記の資料を得るため、前章の表-1のとおり試験地を 6か所設けた。なお、このうち下木、

地床の損傷等の調査を実施したのは、複層林の 4か所である。

(2) 調査研究の方法

複層林と単層林の間伐における、伐採から集材までの作業能率を比較するため、設計書にも

とづき、 6試験地の作業条件、伐採方法、作業方法等を調査するとともに、全作業工程につい

て、時間測定を実施した。同時に、複層林の 4試験地において、伐倒時、木寄せ時、集材時に

おける、下木、地床の損傷状況を調査し分析するとともに、 一部について l年後、 2年後の回

復状況を調査した。

3. 研究の結果と考察

(1) 調査の結果

試験地の作業条件、作業方法、時間測定結果等は、前章の表-1--表-6のとおりである。

下木、地床の損傷等の調査結果は、表-11--表-14のとおりである。

ア 伐出に伴う下木の損傷

(ア) 伐倒時の損傷

伐倒時の損傷状況をみると、表-11に示すとおり、アカマツが上木の場合は、塩尻(複)、

高森の両試験地とも下木の損傷率が30%をこえている。上木がカラマツの松川、平谷試験
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複層林施業の伐出に伴う下木 ・地床の損傷

地をみると、松川は下木のヒノキが13年生、平谷は下木のヒノキが、上木の下枝近くまで

達した41年生で、損傷率もそれぞれ8.1%、2.7%と小さい。

(イ) 集材時の損傷

集材時の損傷状況をみると、表-3、表-11、表-12に示すとおり、ドラムフリー方式

を採用した高森試験地の下木の損傷が大きし、。

また、一部アクヤロープウインチを採用した松川試験地は、損傷率は小さいが、根返り

が見受けられた。

イ 損傷木の回復

損傷木の回復状況を、表-13に示すとおり、塩尻(複)、高森の両試験地で調査した。両

試験地とも上木がアカマツで損傷が大きかったが、塩尻(複)は下木がカラマツで若齢のた

めか回復が早く、-夏経過で、被害の軽い程度 lの損傷はなくなった。しかし、高森は損傷

を受けた中木、下木がともにヒノキで、林齢もそれぞれ44年、 33年生のためか、回復が遅れ

ていた。

ウ 地床の損傷

地床の損傷状況は、表-14に示すとおりで、集材にドラムフリー方式を採用した高森試験

地、一部アクヤロープウインチを採用した松川試験地の損傷が大きかった。

(2) 考察

複層林の間伐は、調査結果で説明したとおり、上木がアカマツの場合は、伐倒時の下木の損

傷が大きく難しい。上木がカラマツの場合、下木の樹高が上木の下枝近くにまで達していると、

損傷も少ない。このことから、複層林の間伐は、下木の樹高が一定の高さに達してから行えば、

下木の被害も少なくて済むと思われる。また、集材の場合、 ドラムフリー方式、アクヤロープ

ウインチ等の地上を引きずる方式は、下木の根返りの被害が大きく、地床の損傷も大きし1。集

材の能力は高いが、 一考を要することである。

4. まとめ

複層林に適した伐出技術を確立するための基礎資料を得るため、平成元年度から調査してきた

が、複層林の間伐か所が少なく、 6試験地しか設定できなかった。

このうち、下木、地床の損傷等の調査を実施したのは、複層林の 4か所、回復状況の調査は 2

か所である。調査か所が少なく不充分な調査であったが、表-11-表 14と考察の中で説明した

とおり、アカマツを上木とする間伐の難かしさ、集材能力は高いが、ドラムフリー方式等、地上

を引きずる集材方式による下木、地床の損傷の大きさ等、今後の事業設計の参考にしてもらえれ

ば幸いである。
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